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                        榊原 敬 

 諸物価上昇・賃上げと言いながら、全体の診療報酬は引き下げられました。春には

公共料金が引き上げとなるなか異例のことです。医師会の存在価値が問われていると

感じます。行政に対し対案を出し問題の解決を図ること、地域医療を支えるリーダー

シップが重要です。疾病予防や効率的な医療サービスを考えれば、歯科医師会、薬剤

師会、看護協会との多職種連携や地域住民の理解も必要です。 

 働き方改革への対応、医師の偏在、他業種への人材流出など取組むべき課題は数多

くあります。大学病院の支援なしに、地域医療は成り立ちません。院外薬局のないと

ころで、控除対象外消費税の問題は切実です。人口減少が進む地域で雇用を維持し、

地域医療を守ることは大変です。若い医師に医師会活動の理解を深め、参加を促すこ

とも必要です。地域医療構想における病床再編やかかりつけ医機能について、「安心

して診療できる体制」を最優先に考え行動したいと思います。 


